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２０１９ＭＦＪ中部公認モトクロス競技会 特別規則書 

  
                          

本競技会は、一般財団法人 日本モーターサイクルスポーツ協会（ＭＦＪ）公認のもとに国際モーターサイクリズム連盟（ＦＩＭ）

の国際スポーツ憲章、ＦＩＭ競技規則に基いたＭＦＪ国内競技規則ならびに、それに準拠した本競技会特別規則に従い開催される。 

 

１． 競技会主催者及び開催日程・開催場所 

● モトクロスカレンダー及び（一社）日本二輪車普及安全協会中部ブロックのﾎーﾑﾍ゚ ｼー゙に示す。  

http://www.jmpsa.or.jp/block/chubu/ 

 

２． 競技会運営・実行組織 

● 公式通知又は公式ﾌ゚ﾛｸ゙ﾗﾑに示される。  

 

３． 競技会タイムスケジュール（概要） 

原則として以下を基準ﾀｲﾑとするが、その詳細は各大会主催者より発表され、公式通知にて明示される。ｴﾝﾄﾘー台数及び天候に

より内容が変更される場合がある。 

７：００  選手受付・車検 (大会主催者によって時間が異なります。) 

８：００  公式練習 

  １０：００  レース開始 

 

４． 競技種目ならびに競技内容 

ジュニア：８５cc （ｼ゙ｭﾆｱﾗｲｾﾝｽ所持者）（10分+1周） ＊2ﾋーﾄ制 

国内Ｂ級：ＮＢオープン       （10分+1周） ＊2ﾋーﾄ制 

国内Ａ級：ＮＡオープン       （15分+1周） ＊2ﾋーﾄ制 

国際Ｂ級：ＩＢオープン       （20分+1周） ＊2ﾋーﾄ制 

(1) 2019ＭＦＪ国内競技規則に則り、競技が開催される。 
(2) 天候またはその他の事情により開催内容が変更される場合がある。 

 

５． 参加定員 

(1)参加定員は定めない。 

(2)出走台数2台以上の場合は成立とする。 

 

６． 参加資格 

(1) 当該年度の有効な、出場ｸﾗｽに該当するＭＦＪﾓﾄｸﾛｽﾗｲｾﾝｽを所持していなければならない。ﾋ゚ｯﾄｸﾙー登録する場合は当該年度
の有効なﾋ゚ｯﾄｸﾙーﾗｲｾﾝｽ所持者でなければならない。 

■ 2019年度ﾗｲｾﾝｽは2019年4月1日～2020年3月31日まで有効です。 

■ 2019年3月31日までの大会に出場される方は、2018年度ﾗｲｾﾝｽが必要です。 

 

(2) 承認50ccｸﾗｽは、小学校3年生以下(2010年4月2日以降に生まれた方)のMXPCまたはMXｼ゙ｭﾆｱﾗｲｾﾝｽ所持者に限る。 
(3) 承認65ccｸﾗｽは、中学生以下でPCﾗｲｾﾝｽ、ｼ゙ｭﾆｱﾗｲｾﾝｽまたはｴﾝｼ゙ｮｲﾗｲｾﾝｽを所持する者に限る。 
(4) 承認85ccｸﾗｽは、ｴﾝｼ゙ｮｲ、PC、ｼ゙ｭﾆｱ、国内B級、国内A級、国際B級(ﾚﾃ゙ｨーｽのみ)のいずれかのﾗｲｾﾝｽを所持する者に限る。 
 

７． 出場車両 

● レース出場車両は、2019年ＭＦＪ国内競技規則に則り、ＭＦＪ公認車両であること。 

   2019国内競技規則書付則17ﾓﾄｸﾛｽ基本仕様ならびに「付則18国内ﾓﾄｸﾛｽの仕様」、「付則18-1国際B級の仕様」（国際B級のみ）、 

「付則18-2 50ccｸﾗｽの仕様について」（ﾁｬｲﾙﾄ゙ｸﾛｽのみ）を遵守しなければならない。 

   

８． 参加申込み 

(1) 出場申込み先、申込み期間はﾓﾄｸﾛｽｶﾚﾝﾀ゙ にー示す。 
(2) エントリー料(消費税込) 
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★中部選手権・公認競技会等すべての大会     ◎承認ｸﾗｽ（開催された場合、適用されます。） 

ｼ゙ｭﾆｱｸﾗｽ        8,000円（2ﾋーﾄ制）     50cc        6,000円（2ﾋーﾄ制） 

国内Ａ級・国内Ｂ級   12,000円（2ﾋーﾄ制）   ※50ccの詳細は、2019年ＭＦＪ国内競技規則書のP284 

国際Ｂ級       10,000円（2ﾋーﾄ制）            を参照して下さい。 

      65cc        6,000円（2ﾋーﾄ制） 

    85cc(ﾚﾃ゙ｨーｽ含) 8,000円（2ﾋーﾄ制） 

 

★注意事項★ 

中部選手権で、ｼ゙ｭﾆｱｸﾗｽと承認65ccに出場した場合のｴﾝﾄﾘー料金は、中部選手権出場料＋承認競技会出場料となります。 

(例) 中部選手権ｼ゙ｭﾆｱｸﾗｽと承認65cc出場する場合は、8,000円＋6,000円＝14,000円です。 

   

(3)ｴﾝﾄﾘー方法 

①所定の参加申込書に必要事項をすべて記入のうえ､上記ｴﾝﾄﾘー料を添えて現金書留で主催者宛に申込むこと。 

但し、「三重いなべモータースポーツクラブ」「MXフィールドトヨタ」の大会は、Web申請をすることができます。 

②電話又は､FAXによる申込みおよび締め切り日以降の申込み、ｴﾝﾄﾘー料不足の申込みは一切認めない。 

③ｴﾝﾄﾘー締め切り後、参加を希望する者は、ｴﾝﾄﾘー料金以外に 5,000円の追加違反金を支払うことで、受理を許可するが、

受理されても選手名簿等には記載されない。※車両ｾ゙ｯｹﾝも各自で対処する。 

大会前日・当日のｴﾝﾄﾘーはできない。 

(4)参加受理と拒否 

①必要事項がすべて記入された申込書および必要金額が、大会事務局に受理された後に参加受理書が発送される。 

 Web申請の場合はﾒーﾙまたはﾎーﾑﾍ゚ ｼー゙で連絡します。 

②一旦受理された出場料は、大会中止以外一切返還しない。 

③大会中止の場合､参加者が支払った出場料は全額返金されるが、他の一切の損害賠償を主催者に請求することはできない。 

④主催者は参加者に対して、その理由を明らかにすることなく申込みを拒否、または無効とする権限を有する。 

 

９． トランスポンダー 

  MYLAPS（ﾄﾗﾝｽﾎ゚ﾝﾀ゙ ）ーをお持ちの場合は、出場申込書にMYLAPSﾅﾝﾊ゙ をーご記入下さい。 

未所有の方はMYLAPSﾚﾝﾀﾙ代【1,500円(消費税込)】が1大会ごとに必要となります。 

ﾄﾗﾝｽﾎ゚ﾝﾀ゙ にー関しては各主催者にお問い合わせください。 

    

10. ゼッケンナンバーおよびレースナンバープレート 

(1) ﾗｲﾀ゙ はー、主催者によって割当てられたｾ゙ｯｹﾝﾅﾝﾊ゙ をー車両検査までにｾ゙ｯｹﾝﾌ゚ﾚーﾄに記入しなければならない。 
(2) ﾗｲﾀ゙ はー主催者によって配布された胸ｾ゙ｯｹﾝを必ず装着しなければならない。 
(3) ①中部ﾓﾄｸﾛｽ選手権のｾ゙ｯｹﾝを１年間固定にする。 
②中部ﾓﾄｸﾛｽ選手権（承認競技会含む）での承認50cc、65cc、85cc(ﾚﾃ゙ｨーｽ含)、Ｊ、国内Ｂ、国内Ａ、国際Ｂは、ｾ゙ｯｹﾝﾅﾝ

ﾊ゙ 制ーで行われる。 

●2019年も全戦で希望ｾ゙ｯｹﾝの受付をしますが下記事項を遵守して下さい。 

■ｴﾝﾄﾘー用紙に希望ｾ゙ｯｹﾝ(第3希望まで)を記入の上、ｴﾝﾄﾘー期間内にｴﾝﾄﾘーと同時に申込み下さい。 

希望ｾ゙ｯｹﾝの手数料は無料です。 

■希望ｾ゙ｯｹﾝﾅﾝﾊ゙ はー先着順としますが、重複した場合は、前年の中部ﾓﾄｸﾛｽ選手権でのﾎ゚ｲﾝﾄ上位者を優先とします。 

但し、昇格者と現行ｸﾗｽのｾ゙ｯｹﾝが重複した場合は現行ｸﾗｽの方を優先とします。 

■希望できるｾ゙ｯｹﾝﾅﾝﾊ゙ はー、№1～№99までです。3桁ｾ゙ｯｹﾝは希望できません。 

■希望ｾ゙ｯｹﾝﾅﾝﾊ゙ をー申請しない場合は、主催者によって先着順でｾ゙ｯｹﾝを指定します。 

③国際Ｂ級ｾ゙ｯｹﾝのみ、MFJ本部が指定した全日本年間指定ｾ゙ｯｹﾝを優先します。 

※MFJ本部に年間希望ｾ゙ｯｹﾝ（買取）申請した国際Ｂ級ﾗｲﾀ゙ はー、中部でも同ｾ゙ｯｹﾝﾅﾝﾊ゙ をー使用できます。 

※国際Ｂ級ｾ゙ｯｹﾝのみ、MFJ本部が指定した全日本年間指定ｾ゙ｯｹﾝﾅﾝﾊ゙ 以ー降から希望できます。 

   ■電話によるｾ゙ｯｹﾝ受付はできません。 

※希望ｾ゙ｯｹﾝついての問い合わせは 各主催者へお願いします。 

    ﾚーｽﾅﾝﾊ゙ ﾌー゚ﾚーﾄは、2019ＭＦＪ国内競技規則に合致していなければならない。 

(4) ﾚーｽﾅﾝﾊ゙ ﾌー゚ﾚーﾄの状態は､車両検査時に車検員によって点検され、不適当とされた場合は修正が要求される。 
(5) 雨天時は､主催者より指示される。 
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11．出場受付 

(1) 出場受付は､定められた時間内に必ずﾗｲﾀ゙ 本ー人が出向き、当該年度・当該ｸﾗｽ有効なＭＦＪﾗｲｾﾝｽ、参加受理書を提示し出場

資格の確認を受けなければならない。 

(2) 上記ＭＦＪﾗｲｾﾝｽを提示できないものは､原則として出場を認めない。 

 

12．車両検査 

(1) 車両検査は、公式通知に示されたﾀｲﾑｽｹｼ゙ｭーﾙに従って、ﾊ゚ﾄ゙ｯｸ内の車両検査区域において行われる。 
(2) 車両検査のための車両は、ﾗｲﾀ゙ 本ー人または、当該ﾗｲﾀ゙ のーﾒｶﾆｯｸが持参し、必ずﾀｲﾑｽｹｼ゙ｭーﾙに示された時間内に検査を受け
なければならない。規定時間以外の車両検査は､大会審査委員会が不可効力な事情によるものとして、特別に認めた場合以

外は行わない。 

(3) 車両検査において規則または安全上出場が不適当と判定された車両は、公式予選を含む一切の走行を拒否される。 
(4) 主催者は、大会期間中必要に応じて随時、車両の検査を行うことができる。 
(5) 車両検査においては､参加車両の他にﾗｲﾀ゙ のー装備についても検査される。（ﾍﾙﾒｯﾄ） 
(6) 音量測定は、原則として「2019国内競技規則書273項5音量規制」に基づき、2mMAX方式で測定され、114dB/A以下とする。 
(ﾚーｽ後の最終検査においては、+1dB/Aの許容誤差が認められる。) 

(7) 暫定結果発表後の車両保管は20分間とする。これに伴い、暫定結果に対する抗議受付時間も20分間とする。 
 

13．ライダーの変更 

● ﾗｲﾀ゙ のー変更は認められない。 

 

14．ピットクルー 

MXPCﾗｲｾﾝｽにおいては、当該年度有効なﾗｲｾﾝｽｶーﾄ゙にﾗｲﾀ゙ とーともに登録されている保護者をﾋ゚ｯﾄｸﾙーとして登録できるが、Ｊ･

NB・NA・IB・IAは別途ﾋ゚ｯﾄｸﾙーﾗｲｾﾝｽが必要である。 

なお、ﾋ゚ｯﾄｸﾙーは1ﾗｲﾀ゙ にー付き最大で2名までとし、ｴﾝﾄﾘー締切り後の追加はできない。 

 

15．車両の変更 

(1) 当該大会の車両検査終了後、車検を受けた車両を変更する必要が生じた場合、所定の書式に従って手続きを行い、競技監
督が認めた場合に限りﾌﾚーﾑまたはｴﾝｼ゙ﾝ単体の変更が認められる。変更手数料は1部品につき5,000円とする。 

 

16．得点 

● 各ｸﾗｽは各ﾋーﾄごとに順位に応じた得点が加算され、合計得点が多い者を優先にｼﾘーｽ゙ﾗﾝｷﾝｸ゙を決定する。 

● 得点は2019年ＭＦＪ国内競技規則「付則1 MFJﾗｲｾﾝｽ昇格・降格に関する規則4自動昇格に必要な得点（ﾎ゚ｲﾝﾄ）④のﾎ゚ｲﾝ

ﾄｽｹーﾙ」に基づき、完走者に与えられる。ﾗﾝｷﾝｸ゙の順位決定基準は、「14全日本選手権ﾗﾝｷﾝｸ゙決定基準」と同等の解釈とす

る。 

● 承認65ccｸﾗｽの得点は、2019年国内競技規則書56項「③ﾓﾄｸﾛｽ県大会」を適用する。 

● 承認50ccｸﾗｽの得点は、2019年国内競技規則書56項「③ﾓﾄｸﾛｽ県大会」を適用する。 

● 承認50ccｸﾗｽは5分+1周×2ﾋーﾄで行われ、各ﾋーﾄごとの順位による得点を加算し、ｼﾘーｽ゙ﾗﾝｷﾝｸ゙を決定する。 

 

17．賞 

(1) 各選手権の正賞 1位～6位まで。各ｸﾗｽの総合ﾎ゚ｲﾝﾄで授与する。但し出走台数により制限する。 
(2) 中部選手権全戦の各ｸﾗｽは、各ﾋーﾄそれぞれの合計得点により1位～6位、承認65ccｸﾗｽは3位までの選手に､ＭＦＪ中部選
手権ｼﾘーｽ゙ﾗﾝｷﾝｸ゙表彰式において賞が授与される。〔12/15 (日)名古屋市・サンプラザシーズンズ〕 

(3) 承認50ccｸﾗｽは、中部選手権併催大会のｼﾘーｽ゙ﾎ゚ｲﾝﾄを合算してｼﾘーｽ゙ﾁｬﾝﾋ゚ｵﾝを決定する。 
ﾁｬﾝﾋ゚ｵﾝは、Aｸﾗｽ(国内ﾒーｶー)とBｸﾗｽ(外国ﾒーｶー)各1名とし、ﾁｬﾝﾋ゚ｵﾝはMFJ本部の主催する「2019全日本選手権ﾗﾝｷﾝｸ゙認

定表彰式」への出席の権利が与えられる。 

(4) ＭＦＪ中部選手権ｼﾘーｽ゙ﾗﾝｷﾝｸ゙表彰式においての国際A級自動昇格表彰の対象者は、中部出身のﾗｲﾀ゙ でー全日本選手権ｼﾘーｽ゙
10位以上かつ、中部選手権ｼﾘーｽ゙9戦中、3戦以上出場した選手とする。 

 

18．ライダースミーティング 

● 参加者は必ずﾗｲﾀ゙ ｽー゙ﾐーﾃｨﾝｸ゙に出席しなければならない。 
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19．ライダー､メカニックと遵守事項 

  参加者、ﾗｲﾀ゙ おーよびﾒｶﾆｯｸは､大会期間中を通じて次の事項を守らなければならない。 

(1) 2019ＭＦＪ国内競技規則、本特別規則ならびに競技運営上の規定（公式通知等）および競技役員の指示に従うものとする。 
(2) ﾒｶﾆｯｸの違反行為等は、当該ﾗｲﾀ゙ がー責任を負うものであり、罰則が科せられる。 
(3) ﾓﾄｸﾛｽ場付近では､車の走行に十分注意し住民感情を損なうような行為は絶対に行ってはならない。 

 

20．損傷の責任 

(1) 競技開催期間中に起こった損傷は､自ら責任を負うものとする。 
(2) 競技役員等主催者側は､いかなる場合も一切の損害賠償を負うことはない。 
(3) 競技に関連して起こった事故により負傷し、ｽﾎ゚ ﾂー安全保険を申請する場合、必ずその場で主催者に申し出、救護室にて治
療を受けること。 

 

21. 個人情報の管理 

競技会参加申込み用紙（ｴﾝﾄﾘー用紙）にて取得したＭＦＪ会員の個人情報（生年月日・住所・連絡先・血液型等）を適切に保

管し、また必要がなくなった時点で適切な方法で廃棄します。なお、ｴﾝﾄﾘー用紙にて取得した個人情報は、公式ﾌ゚ﾛｸ゙ﾗﾑ、競技結

果表､ｱﾅｳﾝｽ､競技会開催告知DM等、競技会運営に必要な業務、並びに競技結果の公表、ﾎ゚ｲﾝﾄ管理等付帯・関連する業務を遂行

する為に必要な範囲で利用させていただきます。また、業務遂行のために業務委託先等に提供を行うことがあります。 

また、撮影された写真及び映像について、（一社）日本二輪車普及安全協会中部ﾌ゙ﾛｯｸHP・機関紙等のﾒﾃ゙ｲｱ媒体に使用する場

合があります。 

■個人情報保護方針はＭＦＪのｵﾌｨｼｬﾙﾎーﾑﾍ゚ ｼー゙に掲示しております。 http://www.mfj.or.jp 

 

22．本規則の施行 

  本規則は2019年1月1日より有効とする。 

  なお、本規則に示されていない事項は、ＭＦＪ国内競技規則による。 

 

そ の 他 

● 開会式に出席しないﾗｲﾀ゙ はー、ﾍ゚ﾅﾙﾃｨーを科せられる場合もある。 

● ﾗｲﾀ゙ ｽー゙ﾌ゙ﾘーﾌｨﾝｸ゙は全ｸﾗｽ全ﾗｲﾀ゙ 必ーず出席すること。また承認ｸﾗｽ50cc、65ccの参加者は、必ずﾗｲﾀ゙ とー保護者同伴で出席

すること。 

● 会場内においての安全確保とﾓﾗﾙ向上のため、ｽｸーﾀーをはじめｴﾝｼ゙ﾝ付きの乗り物での移動を禁止とする。 

● ｺ゙ﾐ・部品等については、各自で責任を持って処理すること。 

● ﾚﾃ゙ｨーｽ・KIDSの選抜対象レースについては承認大会の成績により選出する。 

● ｼ゙ｭﾆｱｸﾗｽの選抜対象レースについては中部選手権の成績により選出する。 

● 2019中部選手権ｼﾘーｽ゙でのﾎ゙ ﾅーｽﾎ゚ｲﾝﾄ対象大会における、ﾎ゙ ﾅーｽﾎ゚ｲﾝﾄは5点加算とする。 

（対象大会：第4戦  5/5 会場  コスモスポーツランド）  

● ﾚーｽｶﾚﾝﾀ゙ ・ー特別規則書・ﾎ゚ｲﾝﾄﾗﾝｷﾝｸ゙等は（一社）日本二輪車普及安全協会中部ブロックのﾎーﾑﾍ゚ ｼー゙に随時掲載します。 

※（一社）日本二輪車普及安全協会中部ブロックＵＲＬ http://www.jmpsa.or.jp/block/chubu/ 

 

2019中部モトクロス昇格人数  

    

   

 

 

 

 

自動昇格は公認競技会(2019年10月31日まで)において下記の人数でﾎ゚ｲﾝﾄ上位の成績を得た者(複数の地方にまたがるﾎ゚ｲﾝﾄの合計

はしない)。ただし同点者のある場合は、この人数を超えることが出来る。 

地方選手権国際B級ｸﾗｽ（IB OPEN）ﾁｬﾝﾋ゚ｵﾝ1名で、かつ2019年度全日本選手権ｼﾘーｽ゙IB OPENｸﾗｽでﾎ゚ｲﾝﾄを獲得した者は、国際A

級ｸﾗｽに申請で昇格する権利が与えられる。 

詳しい詳細については、2019国内競技規則書を参照して下さい。 

ｸﾗｽ区分 昇格人数  

 Ｊ ⇒ ＮＢ ６人 申請昇格 

ＮＢ ⇒ ＮＡ ６人 自動昇格 

ＮＡ ⇒ ＩＢ ３人 自動昇格 


